
地域貢献型防災教育
を目指して

高知市立城西中学校
校長 宮田 龍

土木学会にて



自分の命は自分で守る防災



潮江地区の航空写真

高知市は海と山に囲まれた
自然があふれる街



平成２３年度の実践
＊防災ポスター「地震に注意！」3000枚印刷・

配布・掲示。【啓発活動】

＊授業を通して運動場にある防災倉庫の資材
を生徒たちで校舎４階に移動、
この行動が地域の自主防災の担当者も賛同
して地域防災の資材も共同で保管することと
なった。 【地域との協力活動】

＊防災通りの作成（本校美術部作成）
【学習・啓発活動】
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（平成２３年）
１２月１日





平成２４年の実践
*保育園児との避難訓練の実施

【地域との協力活動】

*校区の高齢者との避難訓練
【全校の生徒が協力する。地域との協力活動】

*校舎内に防災展示館をオープン生徒や
地域の防災力を高めた。

【学習・地域とのコミュニティ協力活動】

＊企業等から潮江中学校に
「津波救助避難艇」「雨水を飲料水に変換でき
る機械（防災王）」さらに、循環式トイレの寄贈
を受ける。 【避難所の整備活動】











地域に貢献できる防災





平成２５年度の実践
*沿岸部学校と山間部の学校との交流会でさ
らなる防災教育の発展を目指した。
(非常食体験、公共の施設にガラス飛散防止
フィルム貼り体験の実施)

【地域との協力活動】
*「地震に注意」南海地震啓発ポスター4カ国
語版を作成。 【啓発活動】

＊「ぼうさい・避難所かるた」の作成
【学習・啓発活動】



高知市青少年施設
校区：公民館

図書館
ガラス飛散防止

フィルム貼り







英語・

スペイン語
・韓国語

・中国語版
を作成

しました。



2014年度（26年度）の潮江中学校

平成２６年度の実践



平成26年5月15日
潮江中の取り組みを
発表



職場体験学習時に
①作成したポスターを掲示
②避難訓練や備蓄品等の聞き取り



大雨の時の行動等について学ぶ



2014年度（26年度）
城西中学校の実践



城西中学校

高知城の西に位置
し、坂本龍馬の生
まれた地が校区に
ある。
現在の生徒数

321名。



ーお父さんお母さんへー
・小中学校の子どもは大丈夫！自分で逃
げれるき
・家族がバラバラでも一人一人が逃げるこ
とが大切
・皆を信じて、ともに逃げること！
・一つしかない「命」何より大事にすべき

一策、

自分の命は自分
で守ることぜよ



・自然に逆らわず、みんなぁ～の知恵
を出しおうて、元の村や街にもどして、
みんなぁ～が元気になるようにするこ
と。
・「復旧の道は一つということはない。
道は百も千も万もある。」
「新しい国づくりと考えよ。」

八策、

皆で心を一つにして、
復旧と復興をやりきるぜよ

土木（Civil Engineering）とは

「市民のための工学」あるいは「市民の文明的な暮らし
のために、 人間らしい環境を整えていく仕事」 →



ご清聴ありがとうございました
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